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　「子どもの権利条約（児童の権利に関する条

約）」は 1989 年に国際連合総会で採択された、

子どもの人権に関する世界で最初の国際的な条

約です。日本は 1994 年に批准しました。子ど

もの人権の尊重を保障することを目的とし、全

54 条で構成されています。この条約では、18

歳未満のすべての人を子どもと定義し、次の４

つの権利を柱としています。

子 ど も の 権 利 条 約

　「隠れたカリキュラム」とは、教育する側が意図する、しな

いにかかわらず、学校生活を営む上で、児童・生徒自らが学

びとっていく全ての事柄を指すものです。学校・学級の「隠

れたカリキュラム」を構成するのは、それらの場の在り方で

あり、雰囲気といったものです。人権感覚の育成には、体系

的に整備された教育課程とともにこの「隠れたカリキュラム」

という視点はとても重要です。

　「いじめ」を例にとると、「いじめはいけない」という知的

理解だけでなく、実際に「いじめ」を許さない雰囲気が浸透

している学校・学級で生活することを通じて、児童・生徒は

はじめて「いじめ」を許さない人権感覚を身につけることが

できます。

人権尊重の視点に立った学校づくり

大切な「隠れたカリキュラム」

人権が尊重される 
人間関係づくり
互いのよさや可能性を�
認め合える仲間

生徒指導

学級経営等

教科等指導

　防げる病気などで命をう
ばわれないこと。病気やけ
がをしたら治療を受けられ
ることなど。　　

生きる権利

　あらゆる種類の虐待や搾
取などから守られること。
障害のある子どもや少数民
族の子どもなどはとくに守
られることなど。

守られる権利
　教育を受け、休んだり遊
んだりできること。考えや
信じることの自由が守ら
れ、自分らしく育つことが
できることなど。

育つ権利

　自由に意見をあらわした
り、集まってグループをつ
くったり、自由な活動をお
こなったりできることなど。

参加する権利

子どもの幸せのために
第３条「子どもにもっともよいことを」

　子どもに関係のあることを行うときは、子ど

もにもっともよいことを第一に考えなければな

りません。

人権が尊重される 
環境づくり
安心して過ごせる�
学校・教室

◦�間違ってもいい（受け止める）、
自由な発想が認められる雰囲気
◦�互いの発言を最後まで聞く、誤答
も大切にする雰囲気
◦�互いのよさを認め合う場や機会

等

◦�一人ひとりの考える時間の保障
◦�全員が参加できる授業の展開
◦�自己選択できる場の設定�
（課題・教材・教具）
◦�わかりやすい授業内容、ワーク
シート

等

◦�落ち着いて学習ができる教室環
境（掲示物・机の配置）

◦�全員の作品が大切にされる掲
示・展示

◦�相互理解や交流を深めることが
できる掲示

等

人権が尊重される 
学習活動づくり

一人ひとりが大切にされる授業
互いのよさや可能性を
発揮できる取組


